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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

農
業
振
興
地
域
制
度
に
係
る

農
用
地
区
域
の
変
更
（
除
外

申
請
）に
つ
い
て

「
特
別
障
害
者
手
当
」・

「
障
害
児
福
祉
手
当
」に
つ
い
て

提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

お
よ
び
特
別
児
童
扶
養

手
当
所
得
状
況
届

中村　仁さん（市野川）
　法務大臣から７月１日付けで、
勝浦市人権擁護委員として委嘱
されました。
　任期は、３年です。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
「
現
況
届
」
を
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
「
所

得
状
況
届
」
を
毎
年
１
回
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
用
紙
は
直

接
受
給
者
に
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
、
期
限
を
守
っ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
現
況
届

　

８
月
31
日
㈮
ま
で

▽
所
得
状
況
届

　

９
月
11
日
㈫
ま
で

　

現
況
届
お
よ
び
所
得
状
況
届
が
未

提
出
で
２
年
を
経
過
し
た
時
は
、
時

効
に
よ
り
手
当
受
給
の
権
利
が
消
滅

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
特
別
障
害
者
手
当
」・「
障
害
児

福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
は

「
所
得
状
況
届
」
を
毎
年
１
回
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
用
紙

は
受
給
者
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期

限
を
守
っ
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

所
得
状
況
届
提
出
期
限

　

９
月
11
日
㈫
ま
で

新
た
に
手
当
を
申
請
さ
れ
る
方
へ

▽
特
別
障
害
者
手
当

　

支
給
要
件　

精
神
ま
た
は
、
身
体

に
著
し
い
重
度
の
障
害
を
有
す

る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
要
す
る

20
歳
以
上
の
在
宅
障
害
者

　

所
得
制
限　

本
人
所
得
ま
た
は
、

扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得
が
一

定
額
を
超
え
る
場
合
に
は
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

支
給
額
（
月
額
）

　
　

２
６
，
９
４
０
円

　

支
給
月　

年
４
回
支
給
（
２
月
、

５
月
、
８
月
、
11
月
）

▽
障
害
児
福
祉
手
当

　

支
給
要
件　

精
神
ま
た
は
、
身
体

に
重
度
の
障
害
を
有
す
る
た
め

に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

の
介
護
を
要
す
る
20
歳
未
満
の

在
宅
障
害
児

　

所
得
制
限　

本
人
所
得
ま
た
は
、

扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得
が
一

定
額
を
超
え
る
場
合
に
は
手
当

　

優
良
農
地
の
確
保
の
た
め
、「
農

業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
農
業
振
興
地
域
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
内

の
土
地
を
農
業
以
外
の
目
的
に
利
用

す
る
場
合
は
、
事
前
に
そ
の
土
地
を

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
た
め
の

申
出
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
農
用
地
区
域
除
外
」を
す
る
に
は
、

ま
ず
転
用
し
よ
う
と
す
る
土
地
が
農

用
地
区
域
内
で
あ
る
か
の
確
認
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
農
林
水
産
課

農
林
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

申
出
か
ら
除
外
決
定
ま
で
約
６
カ

月
程
度
の
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、

計
画
に
は
余
裕
を
持
っ
て
申
出
願
い

ま
す
。

▽
農
用
地
区
域
除
外
は
次
の
５
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
す
る
土

地
が
な
い
こ
と
。

②
除
外
に
よ
り
、
土
地
の
農
業
上

　

千
葉
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助

言
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門

家
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

受
付
時
間

　

月
～
金
（
祝
日
を
除
く
）

　

８
時
30
分
～
12
時
、

　

13
時
～
16
時
30
分

問
合
せ　

財
務
省
千
葉
財
務
事
務
所

債
務
相
談
窓
口

　

☎
０
４
３

−

２
５
１

−

７
８
３
０

新
た
に
手
当
を
申
請
す
る
方
へ

▽
児
童
扶
養
手
当

　
　

受
給
資
格
者
は
、
離
婚
な
ど
に

よ
り
父
母
の
一
方
と
生
計
を
別
に

し
て
い
る
、
18
歳
に
な
る
年
度
末

ま
で
の
児
童
（
障
害
児
は
20
歳
未

満
）
を
養
育
し
て
い
る
父
母
の
も

う
一
方
、
お
よ
び
父
母
の
ど
ち
ら

か
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
家
庭
の

障
害
に
な
い
父
ま
た
は
母
、
ま
た

は
そ
の
者
た
ち
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
す
。

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

受
給
資
格
者
は
身
体
や
精
神
に
一

定
の
障
害
の
あ
る
児
童
の
父
か
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
（
養
育
者
）
で
す
。

　

支
給
の
要
件
、
手
当
の
額
や
支
払

い
、
請
求
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課
児
童
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
１
８

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

支
給
額
（
月
額
）

　
　

１
４
，
６
５
０
円

　

支
給
月　

年
４
回
支
給
（
２
月
、

５
月
、
８
月
、
11
月
）

申
請
・
問
合
せ

　

福
祉
課
福
祉
係

　

☎
73

−

６
６
１
９

の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
に

支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ

と
。

③
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

を
営
む
者
に
対
す
る
農
地
の
利
用

の
集
積
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
な
い
こ
と
。

④
除
外
に
よ
り
、
農
用
地
区
域
の
土

地
改
良
施
設
の
有
す
る
機
能
に
支

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

⑤
土
地
基
盤
整
備
事
業
完
了
後
８
年

を
経
過
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

※
農
用
地
区
域
除
外
の
申
出
の
次
回

の
受
付
締
め
切
り
は
、
９
月
末
日

ま
で
で
す
。

申
請
・
問
合
せ

　

農
林
水
産
課
農
林
係

　

☎
73

−

６
６
３
５

返
し
き
れ
な
い
借
金
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

７月から
人権擁護委員に
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お
も
ち
ゃ
図
書
館
「
夢
ぽ
け
っ
と
」

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
第
２
土
曜

日
）
休
止
の
お
知
ら
せ

緑
風
苑
納
涼
祭

動
物
愛
護
事
業
（
９
月
）

普
通
救
命
講
習参加

者
募
集

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９
◇納税・納付◇
○市民税・県民税：２期　　納期　８月３１日（金）
○国民健康保険税：２期　　納期　８月３１日（金）
○介護保険料　　：１期　　納期　８月３１日（金）
○後期高齢者　　：２期　　納期　８月３１日（金）
　医療保険料
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課徴収班　☎７３−６６２２

第１日曜日 ８月　５日

8：30～12：30第３日曜日 ８月１９日

第１日曜日 ９月　２日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

　

平
成
30
年
度
９
月
以
降
よ
り
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
第
２
土
曜
日
）

で
の
お
も
ち
ゃ
図
書
館
は
、
都
合
に

よ
り
休
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
ど
も
館
（
第
４
土
曜
日
）

で
の
お
も
ち
ゃ
図
書
館
は
、
通
常
通

り
開
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ

　

勝
浦
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

  （
勝
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
73

−

６
１
０
１

　

名
木
緑
風
苑
に
て
、
納
涼
祭
（
盆

踊
り
）
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
無
料

で
楽
し
め
る
、
わ
た
あ
め
や
か
き
氷

な
ど
の
模
擬
店
も
出
店
し
ま
す
。
ど

な
た
様
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
浴
衣

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
25
日
㈯

　
　
　

15
時
～
19
時

　
　

※
雨
天
中
止

会
場　

名
木
緑
風
苑
駐
車
場

※
入
場
無
料
、
駐
車
場
完
備
（
台
数

制
限
あ
り
）

問
合
せ　

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

名
木
緑
風
苑

　

☎
70

−

５
１
５
０

講
習
種
別

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
３
時
間
）

日
時　

９
月
９
日
㈰　

９
時
～
12
時

受
付　

８
時
30
分
～
８
時
55
分

場
所　

勝
浦
消
防
署
２
階
会
議
室

内
容

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
心
肺
蘇
生
法
（
成

人
）、
大
出
血
時
の
止
血
法
な
ど

対
象　

中
学
生
以
上
の
方
30
人

費
用　

無
料

申
込
方
法　

実
施
日
の
３
日
前
ま
で

に
最
寄
り
の
消
防
署
（
分
署
）
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

▽
勝
浦
消
防
署

　

☎
80

−

０
１
３
４

問
合
せ　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
警
防
課

　

☎
80

−
０
１
３
３

▽
放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。

▽
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

　

各
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
別

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
入
学
を

希
望
す
る
方
に
対
し
て
、
講
義
内

容
・
学
習
方
法
・
受
講
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
直
接
相
談
が
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所

　

８
月
26
日
㈰　

11
時
～
16
時

　

新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
30
階

対
象
者　

一
般
お
よ
び
高
校
生

※
参
加
申
し
込
み
不
要
、入
場
無
料
、

入
退
場
自
由

問
合
せ

   （
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　

☎
03

−

３
８
１
８

−

３
８
７
０

場
所　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
富
里
市
御
料
７
０
９

−

１
）

 【
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス
】

　

生
後
６
ヶ
月
く
ら
い
ま
で
の
飼
い

犬
同
伴
で
、
子
犬
の
飼
い
方
・
し
つ

け
方
を
学
び
ま
す
。

日
時　

問
い
合
わ
せ
後
に
日
程
調
整

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

 【
一
般
譲
渡
会
（
成
犬
・
成
猫
）】

日
時　

９
月
６
日
㈭
、
29
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

受
付　

９
時
～
９
時
30
分

費
用　

無
料

※
直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
に
遅
れ
る
と
参
加

で
き
ま
せ
ん
。

 【
飼
い
主
さ
が
し
の
会
】

　

犬
猫
を
ほ
し
い
方
、
あ
げ
た
い
方

の
出
会
い
の
場
で
す
。
受
付
時
間
に

遅
れ
る
と
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　

９
月
１
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
～
11
時

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

▽
犬
猫
の
ほ
し
い
方

　
受
付
時
間　

９
時
～
９
時
30
分

▽
犬
猫
を
あ
げ
た
い
方

　
受
付
時
間　

９
時
30
分
～
10
時

申
込
・
問
合
せ

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６

−

93

−

５
７
１
１

で
き
ま
す
。

▽
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

▽
出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８
月
31

日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月
20
日
ま

で
。

▽
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
千
葉
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

問
合
せ

　

放
送
大
学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
３

−

２
９
８

−

４
３
６
７
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月日（曜日）

10月24日
（水）
往　路

ご　旅　行　行　程（案）
お座敷列車「宴」号

お座敷列車「宴」号

行川アイランド駅 上総興津駅

新白河駅 吉川屋翠楽苑 安達太良SA

７:１５発

13:24着

磐梯高原柏屋

11:55着

14:00着

14:45発 15:50発
貸切バス

15:35着 16:30着

鵜原駅 勝浦駅 御宿駅 大原駅

上総興津駅

20:28着13:40着

鵜原駅勝浦駅御宿駅大原駅新白河駅 行川アイランド駅

20:43着

10月25日
（木）
復　路

ホテル発 野口英世記念館・世界のガラス館・猪苗代地ビール館

9:30着（見学・買物・昼食）貸切バス

8:15発

14:32発

1１:40発 12:30発

朝－×

昼－○

夕－○

朝－○

昼－○

夕－○
（軽食）

食  事

お座敷列車　宴 ( イメージ )

穴原温泉  吉川屋

　ごあいさつ
　市民の皆様におかれましては日々ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
　また、日頃より市政に多大なるご協力を賜っておりますことに厚く御礼申し上げます。
　さて、勝浦市に市制が施行されて６０周年を迎えた本年、お座敷列車による第２２回
「勝浦市民号」の旅を開催する運びとなりました。紅に染まる白河の日本庭園や磐梯高原
を巡り、今年もＪＲ外房線をはじめＪＲ線の利用促進をはかってまいります。この機会に
親睦を深め、歴史ある温泉でゆっくりと日頃の疲れを癒していただければ幸いです。市制
施行６０周年を記念しての「勝浦市民号」の旅に、皆様お誘い合わせのうえ、多くの方々
のご参加を心よりお待ちしております。

募 集 人 数　 150 人（ 先着 順 ）

出　発　日 　平成30年10月24日(水)　１泊２日
旅 行 代 金　 お一人様  37,000円(予定)
宿 　 　 泊　 福島県　穴原温泉　吉川屋

問合せ　勝浦市役所企画課地域活力推進係　☎0470ー73ー6654

勝浦市長   猿田 寿男

市制施行
60周年記念

 「勝浦市民号」
錦秋の福島の旅

第
22
回

お座敷列車「宴」号で行く
翠楽苑

吉川屋　露天風呂

※旅行代金の正式決定は8月20日。募集期間は
　9月1日から10月23日までとなります。
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Katsuura 
Topics

　地域の憩いの場、交流の場となっている潮風公園に、
新たな遊具「クライムステーション」がお目見えしま
した。７月５日のお披露目以降、「ロッククライミング
の気分を楽しめる」と子どもたちに大人気とのこと。
工夫しだいで遊び方はいろいろ！ぜひ一度お試しあ
れ。ただし、外で遊ぶ時はまだまだ暑い日が続きますの
で、くれぐれも熱中症にご注意ください。

　７月１２日、地域貢献活動の一環として、いすみ農業
協同組合（花﨑隆代表理事組合長）より市内の小中学校
へ、防犯ブザー１５０個が寄贈されました。最近、子ども
たちが犠牲となる悲惨なニュースが頻繁に報じられて
います。こうした事件は断じて許すことができません。
また、夷隅郡内でも不審者の目撃情報があると耳にしま
す。そのため、この防犯ブザーが有効活用され子どもた
ちの安全・安心につながるよう願います。

　７月９日、興津小学校（末吉徹校長）の児童５０人が、
興津海岸でヒラメの稚魚およそ１２００匹を放流しま
した。勝浦市の基幹産業である水産業の取り組みを知っ
てもらおうと行われたこのイベント。子どもたちはヒ
ラメを優しく放すと、その行方を笑顔で見守っていまし
た。体長８センチほどのヒラメの稚魚は、無事に育てば
１年で３０センチ以上になるとのことでした。

　７月１日、勝浦市青少年相談員連絡協議会（中村吉
政会長）と勝浦市商工会青年部（末吉政巳部長）主催
の「第５３回青少年のつどい勝浦地区大会～スポーツ
鬼ごっこ大会～」が、元興津中学校体育館で開催され、
市内の小学校からおよそ１００人が参加し、熱戦を繰
り広げました。全国大会（１０月２８日に神奈川県大
和市で開催予定）の予選会も兼ねて行われた今大会に
は、東金市、八千代市、一宮町、白子町の関係者が地元に
も広めようと視察に訪れており、スポーツ鬼ごっこの
注目度の高さを感じさせました。

潮風公園に新たな遊具

クライムステーション
登場！！

子どもたちの安全・安心のために

いすみ農業協同組合より
防犯ブザーの寄贈

大きく育ってね♪

ヒラメの稚魚放流体験

つどい大会がリニューアル

スポーツ鬼ごっこ大会

願いを込め放流縦横無尽に走り回る

花﨑代表理事組合長（左）より受け取る遊び方はいろいろ！
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　認知症や精神障害・知的障害・その他の障害によって、物事を判断する能力が十分ではない方について、
本人の権利を守る援助者を選ぶことで、本人を法律的に支援する制度です。

　いくつになっても支えあう地域を
つくるためには、経験豊富なシニア
の皆さんが社会の担い手となること
が求められます。活躍シニアを増や
すために、市ではイキイキびとを募
集します！自薦・他薦は問いません！
ご連絡をお待ちしております。

対　象
　市内在住のおおむね６５～７４歳

で、第二の人生を楽しまれている方
問合せ
　勝浦市地域包括支援センター
  （介護健康課内）☎︎７３－６６１５

【活動目的】
交通安全（路上駐車の一掃、交
通ルール遵守の徹底など）、環境
美化（ゴミ出しルールの徹底、
不法投棄の監視、通報など）
【おもな活動内容】
・児童生徒の登下校時の安全見守り
・交通安全運動、歳末特別警戒
　取締などの活動への参加　
【参加されている方】
５８～８０歳
１４人で活動しています

しおみパトロールのみなさん

～活き活きとした第二の人生～
イキイキびとたち

イキイキびと大募集中！

判断能力が
不十分

↓
補助人

申し立ての範囲
内 で、 家 庭 裁 判
所が定める法律
行為を行えます。

財産管理や日常生活に不安のある方を支援します
成年後見制度

成年後見制度の役割
　成年後見制度で支援される内容は、預貯金などの管理（財産管理）と、医療・介護などの手続き（身上監護）
の２つに大別できます。また「成年後見人」などの支援者は、本人が単独で行ってしまった契約を取り消
したり、本人に代わって法的な契約締結などを行うことができます。

《財産管理》
●預貯金の管理
●税金や水道光熱費などの支払い
●不動産などの管理
●遺産分割　など

《身上監護》
●介護・福祉サービス利用の手続き
●施設への入退所の手続き、費用支払い
●医療機関の受診に関する手続き
●要介護認定の申請　など

成年後見制度の種類としくみ
　成年後見制度には「法定後見制度」と「任意後見制度」の２つの制度があります。

　今回は特別号として、いきいきと活動されて
いるシニアの方が中心のグループを紹介します。
こうしたグループに所属して活動してみてはい
かがでしょうか。

下校を見守るメンバーのみなさん

世代間の交流を大切に、
住みよい環境づくりを

目指しています。

法定後見制度
　本人の判断能力が不十分な人に対する制度です。判断
能力の程度により、「後見」「保佐」「補助」の３つに区分
されています。

任意後見制度
　判断能力がある人のための制度です。
判断能力の低下に備え、支援者や支援内
容を自分自身で決めることができます。

判断能力は
ある
↓

任意後見人
　本人の判断能力が不十分になっ
てから、任意後見監督人の監督のも
と、本人との契約で定めた行為を行
います。

常に判断能力が
欠けている

↓
成年後見人

すべての法律行
為を行えます。

判断能力が
著しく不十分

↓
保佐人

基本的に法律上に
定められた重要な
行為の同意権が付
与されます。
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